
倉庫の腰痛対策
体力チェック×現場改善事例

概要 

「体力測定を実施しました。」私たちの⽀援は、そこで終わりません。�
腰痛対策で本当に重要なのは、測定結果をどのように現場改善へつなげるかです。�
ロボタスネットでは、身体機能の測定結果だけではなく、現場の作業内容や作業姿勢も合わせて確認し、腰痛リ
スクを多⾓的に分析し、現場で実践可能な改善提案を⾏いました。�

体力測定結果の分析・改善提案 

（1）個別レポート

腰痛リスクの評価‌
身体機能の特徴‌
おすすめ運動‌
注意すべき身体の使い⽅�

上記をまとめ、個別にフィードバックを行いました。�

測定・ラウンド両面からみた腰痛予防実施計画の提⽰ 

分析・現場ラウンド・提案レポート

まとめ

ラウンドによる分析・改善提案 

（2）団体レポート

部署ごとの身体機能傾向‌
腰痛リスクの分布‌
年代別の特徴‌
改善優先度�

上記をまとめ、管理者へフィードバックを行いました。�

目的：実際の作業・環境要因による腰痛リスクを分析、現場にあった改善案を提⽰�

目的：個⼈の⾝体状況要因による腰痛リスクの分析、実施可能な改善案を提⽰�

整理整頓や動線管理は非常に良好でした。�
作業者の足元に疲労軽減マットを設置、
棚に重量表⽰を設置するなどの⼯夫が⾏
われていました。

良好な点

改善が望ましい点�
最下段への棚入れ‌
前傾姿勢での持ち上げ‌
中腰でのひねり動作�

など、腰に負担のかかりやすい工程がいく
つか確認されました。�

改善案（一部抜粋）
現場の設備・作業環境を
評価し、現状で実現可能
な腰痛負担軽減策とし
て、負担の大きい姿勢を
要する上段・下段には軽
量かつ使⽤頻度の低い物
品を配置し、重量物は腰
部への負担が少ない⾼さ
の棚へ配置転換すること
を提案しました。�※提案イメージ図�

現場ラウンドとフィジカルチェックの結果をもとに、現場で実践し‌やすい腰痛予防対策をご提案しました。‌
重量物・高頻度品を腰の高さに配置する棚レイアウトの見直し‌
腰に負担をかけにくい作業姿勢・動作のレクチャー‌
アシストスーツの効果的な着用ルールの策定‌
作業前・休憩時のストレッチ（体操）の導入‌
2か月間の実施計画と効果確認⽅法のご提案�

今回の現場では、整理整頓‌や安全意識が高い一方で、作業姿勢や棚配置など、日々の業務の中に腰への負担が蓄
積する要因が見つかりました。‌こうした課題は、設備投資だけでなく、作業ルールや環境を少し見直すことで改
善できるケースも少なくありません。⼀⽅で、製造業や倉庫業では、安全担当者が専任でいない、あるいは⽇々
の業務に追われて安全対策まで⼗分に⼿が回らないという現場も多くあります。�
ロボタスネットでは、理学療法士の視点から現場を確認し、リスクの可視化から改善の提案・フォローアップま
で⼀貫してサポートします。�
腰痛・転倒対策をご検討の際は、お気軽にお問い合わせください。�

※イメージ図（一部）
※イメージ図（一部）
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